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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

　地域の退院後の受け皿不足を解消するために開設した事業所で、認知症対応型通所
介護を併設し、認知症の程度だけでなく家庭状況や身体状態の重度化に応じても、隣接
する同法人の有料老人ホームや、地域の医療機関と連携しながら地域ニーズに柔軟に
対応している。
　重度の利用者が多いため医療面でのケアの比重が多く、重度化や看取りへの対応に
ついて医療機関と連携・協力体制を築き、実際に看取りの経験もしている。

　ご高齢の方々の介護を行うということは、常に「最期の時」ということを意識せずには、
成り立たないと考えます。私達は、目の前にいる方々が、松峰園でずっと暮らしたい、最
期を迎えたいと考えるならば、「第２の家」としてその思いを叶えるよう努力します。主治
医、訪問看護師、薬剤師の方々より指導を受けながら、安楽な生活ができるように対応し
ます。
　また、認知症により生じる暮らしにくさに対しては、精神科医より指導を受け状態の正し
い把握に努め必要ならば安全な薬の使用を心がけます。私達の目の前にいる方々は、
長い年月を過ごし、現在をいきいきと過ごしているという事を感じ取り本人の持つ強さを
大事にし、ともに暮らしていきたいと考えます。
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事業所番号
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平成22年9月17日

評価結果市町村受理日平成22年9月4日

秋田市旭北栄町１-５

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいが
58

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある
2. 数日に１回程度ある

4. ほとんどいない4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

１ユニット（　Ａユニット　）

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんど掴んでいない

3. たまにある

　（様式２）

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

項　　目

２ユニット（　Ｂユニット　）

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての利用者の
2. 利用者の２/３くらいの 2. 利用者の２/３くらいの

3. 利用者の１/３くらいの3. 利用者の１/３くらいの
4. ほとんど掴んでいない
1. 毎日ある
2. 数日に１回程度ある
3. たまにある
4. ほとんどない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

１ユニット（　Ａユニット　）

項　　目

２ユニット（　Ｂユニット　）

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と 1. ほぼ全ての家族と

3. 家族の１/３くらいと 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない 4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと 2. 家族の２/３くらいと

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように 1. ほぼ毎日のように

3. たまに 3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

2. 数日に1回程度 2. 数日に1回程度

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている 1. 大いに増えている

3. あまり増えていない 3. あまり増えていない

4. 全くいない 4. 全くいない

2. 少しずつ増えている 2. 少しずつ増えている

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が 1. ほぼ全ての職員が

3. 職員の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

2. 職員の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
67

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が 1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が 1. ほぼ全ての家族等が

3. 家族等の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない 4. ほとんどできていない

2. 家族等の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会2



グループホーム松峰園

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

墓参りに行きたい、誰もいなくなった家を見
守りたい、行きつけの床屋に行きたい。住み
慣れた地域の小さな施設だからできること
だと思い、取り組んでいます。

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

幼馴染が遊びに来たり、近くに来たひ孫さん
や孫さんが、遊びに来たりしています。地域
のが、「松峰園は、よくみてくれるよ」と言っ
ていたと聞くと、やはりうれしいです。

3 ○事業所の力を活かした地域とのつながり

２周年の時に精神科の先生にお願いして地
域の方々にも参加していただいて、講演会
をしました。５周年を迎えましたが、今年は、
「死」をテーマにした講演会を開催しました。

　新興住宅地で共働き家庭が多いため日中
の人通りが少ないが、近くの子ども園の運
動会に招待されたり、子ども会の祭りの神
輿が事業所を訪れるなどなど交流を図って
いる。
　また、中学生の職場体験を受け入れ、認
知症対応型通所介護も継続して利用されて
おり、地域の福祉拠点として貢献している。

　開設５周年を記念し、職員を対象に
講演会を行う予定であるが、広く地域
住民にも呼びかけるなど、事業所の役
割として認知症の周知・啓発にさらに
取り組むことを期待したい。

幼馴染が遊びに来たり、近くに来たひ孫さん
や孫さんが、遊びに来たりしています。地域
のが、「松峰園は、よくみてくれるよ」と言っ
ていたと聞くと、やはりうれしいです。

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に伝え、
地域貢献している

２周年の時に精神科の先生にお願いして地
域の方々にも参加していただいて、講演会
をしました。５周年を迎えましたが、今年は、
「死」をテーマにした講演会を開催しました。

外部評価

　「一人ひとりが地域で暮らし続けられる社
会づくり」を法人の理念として掲げ、「和やか
な空間で、その人らしく暮らせる家づくり」を
事業所独自の理念としている。
　また、代表者及び管理者が率先して日々
の実践に取り組み、理念の共有に努めてい
る。

　全職員まで理念の浸透が図られてい
ないため、定期的に理念を振り返る機
会をつくるなど、日常的に理念を共有
できる仕組みづくりを期待したい。

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、代表者と管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

墓参りに行きたい、誰もいなくなった家を見
守りたい、行きつけの床屋に行きたい。住み
慣れた地域の小さな施設だからできること
だと思い、取り組んでいます。

自
己

外
部

項　　目

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

今年度は、GH,、有料老人ホーム、訪問介護
STもみてもらい意見をいただくことにしまし
た。忙しさにかまけて開催しないことを防ぐ
ために、偶数月の２０日頃と取り決めをして
まずは、定期的に開催することを目指してい
ます。

5 （4） ○市町村との連携

今年度より福祉課職員の方に推進会議に
参加してもらっています。以前よりは、話し
やすくなったように思います。

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

抑制服の存在をわからない職員がほとんど
です。こんな事をすると、嫌だろう、という素
朴な気持ちのままで対応してくれています。
車椅子のブレーキを介助できないようにす
る、ことが園で行われている抑制です。法的
根拠も勉強する必要があると思っています。

代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

　職員は他施設等での経験が少ないため、
事業所の指導や研修により身体拘束に対
する認識と方針の徹底を図っている。
　また、転倒予防のため、車イス移乗時に安
全ベルトを使用した際には時間を記録し、行
動パターンを把握したり職員配置を工夫しな
がら抑制せずに対応する方法を検討してい
る。

抑制服の存在をわからない職員がほとんど
です。こんな事をすると、嫌だろう、という素
朴な気持ちのままで対応してくれています。
車椅子のブレーキを介助できないようにす
る、ことが園で行われている抑制です。法的
根拠も勉強する必要があると思っています。

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

　今年度から行政担当者が運営推進会議に
参画したことにより、現場の声や制度に関す
る相談なども気軽にできる関係を構築して
いる。
　また、スプリンクラー設置や処遇改善交付
金の活用など、行政と連携しながら労働環
境の整備にも努めている。

今年度より福祉課職員の方に推進会議に
参加してもらっています。以前よりは、話し
やすくなったように思います。

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス向上に活かして
いる

　今年度から開催日を固定し、新たに行政
担当者の参画を得て２か月毎に開催してお
り、認知症状が改善してきた方の在宅復帰
の可能性を検討している。
　また、避難訓練における地域住民の協力
について提案があり、実際の協力体制の構
築につなげている。

　定期的に開催できているため、今後
は会議の機能を存分に生かし、事業所
の運営及びサービスの向上につなげ
てほしい。

今年度は、GH,、有料老人ホーム、訪問介護
STもみてもらい意見をいただくことにしまし
た。忙しさにかまけて開催しないことを防ぐ
ために、偶数月の２０日頃と取り決めをして
まずは、定期的に開催することを目指してい
ます。

4 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

7 ○虐待の防止の徹底

管理者、ケアマネは、研修で学びましたが、
他の職員は、ありません。常日頃管理者は
職員に、自分の中の恐い自分の存在に気づ
くように話しています。自分の中の虐待に発
展する芽に気づくことが防止の一歩だと思
います

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者やケアマネは、研修で学びました
が、他の職員には、耳慣れない言葉だと思
います。研修の機会は、少ないので、実際
に使っている入所者の方を例にして制度を
りかいしていきたいと思っています。

9 ○契約に関する説明と納得

契約書は、わかりにくいのでポイントをわか
りやすく説明しています。

契約書は、わかりにくいのでポイントをわか
りやすく説明しています。

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

管理者やケアマネは、研修で学びました
が、他の職員には、耳慣れない言葉だと思
います。研修の機会は、少ないので、実際
に使っている入所者の方を例にして制度を
りかいしていきたいと思っています。

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払い、
防止に努めている

管理者、ケアマネは、研修で学びましたが、
他の職員は、ありません。常日頃管理者は
職員に、自分の中の恐い自分の存在に気づ
くように話しています。自分の中の虐待に発
展する芽に気づくことが防止の一歩だと思
います

5 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

外部評価のアンケートは、参考にさせても
らっています。が、個々のケアではなく運営
に対する意見を聞く機会は、設けていませ
ん。

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

職員ミーテイングでは、意見が出ません。管
理者は、日々の職員との会話に注意を払
い、また中核職員からの意見を聞くようにし
ています。管理者は施設長にそれらの意見
を伝えています。

12 ○就業環境の整備

キャリアパスの要件の整備に現在取り組ん
でいます。

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

　職員会議での意見が少ないことから、申し
送りの時間を延ばし、日常会話や中堅職員
の育成などで意見の集約に努め、入浴用具
の充実などに反映させている。
　また、前回評価結果で課題にしている研
修計画については、年度末に「職員個人情
報カード」を作成し、目標や研修希望などの
意見を反映しやすい仕組みづくりに努めて
いる。

職員ミーテイングでは、意見が出ません。管
理者は、日々の職員との会話に注意を払
い、また中核職員からの意見を聞くようにし
ています。管理者は施設長にそれらの意見
を伝えています。

キャリアパスの要件の整備に現在取り組ん
でいます。

　職員の意見を引き出すよう試行錯誤
しながら環境整備に努めているため、
今後も積極的に職員と意見交換する機
会をつくり、気軽に意見や提案をできる
関係構築に取り組んでほしい。

　ユニット毎の玄関に意見箱を設置し
ているが、１か所の前には荷物が積ま
れ、利用できない状態にあるため、玄
関先の整理を含めて効果的な意見の
集約方法を検討してほしい。

外部評価のアンケートは、参考にさせても
らっています。が、個々のケアではなく運営
に対する意見を聞く機会は、設けていませ
ん。

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている 　意見箱の設置や運営推進会議時に情報

交換しており、以前に「職員が誤って腕時計
を洗濯した」事実を家族の指摘により把握し
たことを受け、管理者への報告を徹底させ
ている。

6 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

13 ○職員を育てる取り組み

管理者がその役目を担っています。管理者
は、職員の一人ひとりを知り、個々人のレベ
ルアップができるように、研修等を考えてい
ます。常に代表者に説明し、多忙な代表者
が、職員を把握できるように努めています。

14 ○同業者との交流を通じた向上

昨年の外部評価を受け、今年度は１０月頃
に小グループで、他のグループホームの見
学を予定しています。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

自分で正しく訴えれれば、よいのですが、な
かなか難しい方が多いのが現状です。先日
近所の特養ショートより入所した方には、入
所前に何度か、面会し顔見知りになるように
しました。

管理者がその役目を担っています。管理者
は、職員の一人ひとりを知り、個々人のレベ
ルアップができるように、研修等を考えてい
ます。常に代表者に説明し、多忙な代表者
が、職員を把握できるように努めています。

昨年の外部評価を受け、今年度は１０月頃
に小グループで、他のグループホームの見
学を予定しています。

代表者は、代表者自身や管理者や職員一人ひと
りのケアの実際と力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

代表者は、代表者自身や管理者や職員が同業者
と交流する機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質を
向上させていく取り組みをしている

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

自分で正しく訴えれれば、よいのですが、な
かなか難しい方が多いのが現状です。先日
近所の特養ショートより入所した方には、入
所前に何度か、面会し顔見知りになるように
しました。

7 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

入所の相談のときに家族の困っていること
を、把握できるようにしています。それまで
関わっていたケアマネの意見も十分聴くよう
にしています。

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている
※小規模多機能型居宅介護限定項目とする

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

食品を搬入してくれる業者の方が、「ここの
婆さんたちは、自分の家のようにしているな
あ」といってくれます。

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

食品を搬入してくれる業者の方が、「ここの
婆さんたちは、自分の家のようにしているな
あ」といってくれます。

食品を搬入してくれる業者の方が、「ここの
婆さんたちは、自分の家のようにしているな
あ」といってくれます。

本人の状態を知ってもらおうと思っていま
す。必ず来るだろう　死　について考えてもら
いたいと思っています。

入所の相談のときに家族の困っていること
を、把握できるようにしています。それまで
関わっていたケアマネの意見も十分聴くよう
にしています。

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

8 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

馴染みの床屋に行ったり、残してきた家を見
に行ったりしています。

21 ○利用者同士の関係の支援

重度の認知症の方でも、一緒に暮らしてい
ると、関係性が作られるのだと、あらためて
考えさせられています。職員の力でできなく
ても利用者さん同士の力があって、上手く暮
らしていることを、職員は感じています。

22 ○関係を断ち切らない取組み

７月に退所したAさんに関しては、連絡先に
なっています。入院先のDrとも状態を話し合
い、家族にわかり易く伝え、支援員さんとも
連絡を取り合いながら、本人のこれからを考
えています。

馴染みの床屋に行ったり、残してきた家を見
に行ったりしています。

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている

　同級生や友人、元教師の方の教え子が訪
ねてくれるなど、昔からの人間関係が継続
できるよう支援している。
　また、２か月毎にパーマをかけに行く方、
墓参りや外泊する方がいるほか、事業所を
利用している夫のもとに妻が通所介護を利
用して訪れ、世話をするなど夫婦関係の継
続も支援している。

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

重度の認知症の方でも、一緒に暮らしてい
ると、関係性が作られるのだと、あらためて
考えさせられています。職員の力でできなく
ても利用者さん同士の力があって、上手く暮
らしていることを、職員は感じています。

７月に退所したAさんに関しては、連絡先に
なっています。入院先のDrとも状態を話し合
い、家族にわかり易く伝え、支援員さんとも
連絡を取り合いながら、本人のこれからを考
えています。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

自分で意思を伝える人は、話を聞きます。困
難なひとは、毎日の様子をみたり、家族と話
し合ったりして思いを汲み取ろうと努力して
います。

24 ○これまでの暮らしの把握

担当ケアマネに話を聞きます。もちろん家族
にも聞きます。本人にも聞きます。

25 ○暮らしの現状の把握

記録用紙を２４時間の時系列にしています。
そうすることによって、一日の暮らし方が目
に見えるようにしています。アセスメント表
も、できるできないを問うの出なく、どんな状
態かがうかんでくるような用紙にしていま
す。

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

記録用紙を２４時間の時系列にしています。
そうすることによって、一日の暮らし方が目
に見えるようにしています。アセスメント表
も、できるできないを問うの出なく、どんな状
態かがうかんでくるような用紙にしていま
す。

担当ケアマネに話を聞きます。もちろん家族
にも聞きます。本人にも聞きます。

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

　利用者及び家族からの訴えが少ないこと
を前回評価結果でも課題にしているが、職
員の経験が浅いことを前向きに捉え、「利用
者の言動に根拠付けするのではなく、あり
のままを受け入れよう」との姿勢で日々の関
わりから意向の把握に努めている。

　今後の利用者との関わりのなかで、
職員が対応に悩む時期があると思わ
れるため、職員の感性に任せるだけで
なく、専門性を養いながら利用者及び
家族との信頼関係づくりに努めてほし
い。

自分で意思を伝える人は、話を聞きます。困
難なひとは、毎日の様子をみたり、家族と話
し合ったりして思いを汲み取ろうと努力して
います。

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、生きがい,これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

26 （10） ○チームでつくる介護計画

計画作成担当は、本人と職員の暮らしぶり
から必要なケアを計画しています。家族に
は相談、報告となっています。

27 ○個別の記録と実践への反映

状態の記録にとどまっているように思いま
す。係わり合いの記録を書く職員もいます
が、少ないように思います。気づきや工夫を
かけるように取り組みます。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる
※小規模多機能型居宅介護限定項目とする

29 ○地域資源との協働

街の文化祭に短歌を出品したことがありま
す。長年短歌を作っていた人です。短歌の
会への出品は、継続しています。

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

計画作成担当は、本人と職員の暮らしぶり
から必要なケアを計画しています。家族に
は相談、報告となっています。

　介護計画の作成手順や考え方を明確に
し、事業所内に掲示して職員にも意識付け
している。
　また、介護計画を確実に実践できるよう
日々の経過観察記録様式を工夫し、支援内
容を記載して毎回確認・評価することで見直
しにも反映させている。

　介護計画について話し合い、職員間
で共有する機会を充実させ、幅広い視
野を身に着け実践できるよう職員のさ
らなる専門性の向上に取り組んでほし
い。

状態の記録にとどまっているように思いま
す。係わり合いの記録を書く職員もいます
が、少ないように思います。気づきや工夫を
かけるように取り組みます。

街の文化祭に短歌を出品したことがありま
す。長年短歌を作っていた人です。短歌の
会への出品は、継続しています。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

30 （11） ○かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ

嘱託医は、いませんので、個々のかかりつ
け医を大切にしています。認知症を理解し、
看取りまで意識して下さるDrに支えてもらっ
ています。

31 ○看護職との協働

同敷地内の有料老人ホームにいる看護職
員は、必要時、判断、処置、受診等協力しま
す。訪問看護師は、週一の訪問ですが、必
要時は、状態報告相談をしています。

32 ○入退院時の医療機関との協働

入院したら、洗濯したりおむつを補充した
り、食事がすすまない時は、介助したり、夜
どうしても不安定になる人は、職員が付き
添ったりします。病院関係者は、入院しても
協力してくれるGHだと思ってくれています。

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医、かかりつけ歯科医、か
かりつけ薬局等と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

嘱託医は、いませんので、個々のかかりつ
け医を大切にしています。認知症を理解し、
看取りまで意識して下さるDrに支えてもらっ
ています。

　できる限り主治医へ受診できるよう、福祉
車輌の準備や職員配置などで支援し、緊急
時には総合病院へ搬送する体制にある。
　また、受診が困難な場合は、協力医の往
診や歯科往診車による診察で健康管理に
努め、薬剤師による指導・助言を得ながら服
薬を支援している。

同敷地内の有料老人ホームにいる看護職
員は、必要時、判断、処置、受診等協力しま
す。訪問看護師は、週一の訪問ですが、必
要時は、状態報告相談をしています。

入院したら、洗濯したりおむつを補充した
り、食事がすすまない時は、介助したり、夜
どうしても不安定になる人は、職員が付き
添ったりします。病院関係者は、入院しても
協力してくれるGHだと思ってくれています。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

家族には、死は、必ず来るものだ、と考えて
もらえるように、意識しています。状態が変
わったらおこりうることを説明し、GHでできる
こと、病院でできることを話します。どんな最
期を迎えたいか、話し合える人とは、本人と
も話します。

34 ○急変や事故発生時の備え

年に一回消防署にお願いして救急の対応の
研修をしています。今年度は、１０月に予定
しています。

35 （13） ○災害対策

年に２回の避難訓練は、実施しています。９
月４日に近所の方々の協力をもらい、１８時
から全員を外に非難させる訓練行いました。

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

家族には、死は、必ず来るものだ、と考えて
もらえるように、意識しています。状態が変
わったらおこりうることを説明し、GHでできる
こと、病院でできることを話します。どんな最
期を迎えたいか、話し合える人とは、本人と
も話します。

　前回評価結果で課題としていたが、事業
所は協力医療機関や看護師、同法人事業
所との連携を図りながら受け入れ体制を整
えており、実際に看取ったケースもある。
　また、利用者及び家族の希望に応じて主
治医と話し合い、重度化や終末期における
生活方針を明確にしたうえで支援している。

　利用者の重度化に伴い、今後も終末
期の対応が求められるが、代表者は介
護職員の医療対応等について課題とし
ているため、現場の実情を行政や地域
包括支援センターへ相談するなど、職
員がストレスを感じない環境づくりに向
けて働きかけてほしい。

年に一回消防署にお願いして救急の対応の
研修をしています。今年度は、１０月に予定
しています。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の実践訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

　年２回の避難訓練を実施し、そのうち１回
は近隣住民の協力を得ながら夜間に行うな
ど、前回評価結果を受けて協力支援体制の
充実に努めている。
　また、スプリンクラーや火災報知器を設置
し、近隣特養施設との連携もあり、実際の職
員招集時間を把握して手順の見直しを検討
している。

年に２回の避難訓練は、実施しています。９
月４日に近所の方々の協力をもらい、１８時
から全員を外に非難させる訓練行いました。

13 社会福祉法人　秋田県社会福祉協議会



グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

言葉づかいは、丁寧ではないことが多いと
反省しています。最低限、誰がきいても聞き
苦しい感じのないように、相手のことを思っ
た話しかけをしています。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

どの方も自由に暮らしていると思います。思
いや希望をあらわしてくれていると思うので
すが、実際は、どうかわかりません。

38 ○日々のその人らしい暮らし

決まりを優先することは、ありません。起き
る時間も食事の時間も、自由です。が１８名
全て自由には、暮らせないと思っています。
体調の悪い人がいてよいぇ位がかわったり
もしますが、説明してわかってもらうようにし
ています。

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

　職員の経験や利用者と関わってきた時間
等により接し方が異なるため、声かけは「周
りの人が聞いて嫌な声がけはやめよう」と職
員間で注意している。
　また、食べたことを忘れる方には、以前は
何か食べてもらっていたが、利用者の行動
を分析した結果、すぐに部屋に戻らないよう
促したり、食材を話題にして話しかけるなど
認識できるよう工夫している。

言葉づかいは、丁寧ではないことが多いと
反省しています。最低限、誰がきいても聞き
苦しい感じのないように、相手のことを思っ
た話しかけをしています。

どの方も自由に暮らしていると思います。思
いや希望をあらわしてくれていると思うので
すが、実際は、どうかわかりません。

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

決まりを優先することは、ありません。起き
る時間も食事の時間も、自由です。が１８名
全て自由には、暮らせないと思っています。
体調の悪い人がいてよいぇ位がかわったり
もしますが、説明してわかってもらうようにし
ています。

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

ほとんどの入所者が、服装に頓着ないよう
に思いますが、職員はタンスの置くから服を
探し、みんなで、「似合うね、いいね」と褒め
あっています。

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

もやしのひげをとる、『もやしクラブ』が月曜
日金曜日に活動します。水の皮むきも丁寧
にしてくれます。無理だと思っていた人が一
生懸命に根をとってくれるのをみて職員は、
感激し写真を撮ってみんなに見せます。

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

有料老人ホームとの兼務で栄養士がいま
す。まだ経験が浅い為食事を作ることで精
一杯のようですが、献立の栄養バランスに
は、気を配っています。介護職員は、常に実
際に食した食事、水分に気を配っています。
補食も工夫しています。

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している
※認知症対応型共同生活介護限定項目とする

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている 　ほとんどの方が食事の下準備に参加し、

外食や季節、行事に合わせたメニューなど
も取り入れ、食事を楽しめるよう工夫してい
る。
　また、経管栄養の方でも口から食べること
を大切にし、食欲がない方には食べたい物
を準備するなど、味わいながら確実に栄養
摂取できるよう支援している。

もやしのひげをとる、『もやしクラブ』が月曜
日金曜日に活動します。水の皮むきも丁寧
にしてくれます。無理だと思っていた人が一
生懸命に根をとってくれるのをみて職員は、
感激し写真を撮ってみんなに見せます。

ほとんどの入所者が、服装に頓着ないよう
に思いますが、職員はタンスの置くから服を
探し、みんなで、「似合うね、いいね」と褒め
あっています。

有料老人ホームとの兼務で栄養士がいま
す。まだ経験が浅い為食事を作ることで精
一杯のようですが、献立の栄養バランスに
は、気を配っています。介護職員は、常に実
際に食した食事、水分に気を配っています。
補食も工夫しています。

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう状況を把握し、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

42 ○口腔内の清潔保持

ハブラシ、ワイプ、ハミングットをその人に合
わせて使っています。職員は、口腔ケアの
大切さを実感しています。

43 （16） ○排泄の自立支援

トイレ誘導、ポータ介助、紙オムツ、紙パン
ツ、大きいパット小さいパットとその人に合わ
せて支援しています。

44 ○便秘の予防と対応

便秘により腸閉塞を起こすこと、また精神的
にも落ち着かなくなることを職員はよく理解
しています。記録をとり便秘しないように対
応しています。薬に頼ることが多いです。

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

ハブラシ、ワイプ、ハミングットをその人に合
わせて使っています。職員は、口腔ケアの
大切さを実感しています。

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

　失禁があっても直ぐにオムツを使用するこ
となく、時間帯や利用者の行動から察知して
トイレ誘導するなど、試行錯誤しながら排泄
の自立に向けて支援している。
　また、寝たままでの排泄は難しいとの考え
から、トイレやポータブルトイレ等に移動し、
座った姿勢での排泄を実践している。

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

便秘により腸閉塞を起こすこと、また精神的
にも落ち着かなくなることを職員はよく理解
しています。記録をとり便秘しないように対
応しています。薬に頼ることが多いです。

トイレ誘導、ポータ介助、紙オムツ、紙パン
ツ、大きいパット小さいパットとその人に合わ
せて支援しています。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

夜の入浴は、行っていませんし、午前中から
入浴しています。園側の都合ととられてもし
かたないのですが、ゆっくりと入っていただく
為に、そうしています。入浴によって落ち着く
人は、タイミングを考えて入浴しています。

46 ○安眠や休息の支援

昼間ホールのソファーで寝ている人もいま
す。落ち着かない人は、ホールで寝てもらっ
ています。寂しいと叫ぶ人には、職員が、部
屋で一緒にいるようにします。夜勤者で大変
な場合は、管理者が一緒に寝ることもありま
す。

夜の入浴は、行っていませんし、午前中から
入浴しています。園側の都合ととられてもし
かたないのですが、ゆっくりと入っていただく
為に、そうしています。入浴によって落ち着く
人は、タイミングを考えて入浴しています。

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

昼間ホールのソファーで寝ている人もいま
す。落ち着かない人は、ホールで寝てもらっ
ています。寂しいと叫ぶ人には、職員が、部
屋で一緒にいるようにします。夜勤者で大変
な場合は、管理者が一緒に寝ることもありま
す。

一人ひとりの希望やタイミングや健康状態に合わ
せて入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や
時間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援を
している

　週２～３回の入浴とし、重度の方でも座位
の姿勢を保てれば浴槽で入浴できるよう職
員配置や入浴補助具の使用など工夫しな
がら支援している。
　また、褥瘡のある方は毎日のシャワー浴を
徹底し、足浴や清拭などでも清潔保持に努
めている。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

47 ○服薬支援

薬剤師さんによる支援は、大変ありがたい
です。管理者、計画作成担当者は、薬につ
いてよく勉強しています。職員全員よく理解
しているとは、いえませんが、管理者等は、
日々の症状等観察の留意点を職員に伝え、
状態の確認に勤めています。

48 ○役割、楽しみごとの支援

歌が好きな人、お裁縫が得意な人、お酒を
嗜んでた人、アイスクリームの大好きな人、
長く暮らすことで知り得たその人のいろいろ
を大切にして対応しています。

歌が好きな人、お裁縫が得意な人、お酒を
嗜んでた人、アイスクリームの大好きな人、
長く暮らすことで知り得たその人のいろいろ
を大切にして対応しています。

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解に努めており、医療関係者
の活用や服薬の支援と症状の変化の確認に努め
ている

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

薬剤師さんによる支援は、大変ありがたい
です。管理者、計画作成担当者は、薬につ
いてよく勉強しています。職員全員よく理解
しているとは、いえませんが、管理者等は、
日々の症状等観察の留意点を職員に伝え、
状態の確認に勤めています。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

49 （18） ○日常的な外出支援

その日の希望をかなえることは、できていま
せんが、胃ろうで痰がかかって体動も激しい
方を、年に一回は、自宅に連れて行きます。
パーマに行きたい人も連れて行きます。なく
なったおばさんを拝みに、職員２人着いて、
車椅子ごとは込んで家に連れて行ったこと
もあります。お盆、彼岸の墓参りも連れて行
きます。

50 ○お金の所持や使うことの支援

２人の方が自分でお金を管理して、自分の
好きなものを買っています。

51 ○電話や手紙の支援

電話したいという希望には、子機で対応しま
す。２人の方が希望しています。。手紙を書
く人は、一人です。写真を送るときに、本人
と一緒に書くこともしています。

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

電話したいという希望には、子機で対応しま
す。２人の方が希望しています。。手紙を書
く人は、一人です。写真を送るときに、本人
と一緒に書くこともしています。

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行けな
いような場所でも、本人の希望を把握し、家族や
地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している
※認知症対応型共同生活介護限定項目とする

　利用者全員では外出していないが、個々
に美容室に出かけたり、買い物や誕生月の
食事会など少人数での外出を支援してい
る。
　また、車イスの方でも外出できるよう福祉
車輌で対応し、お盆や彼岸の墓参りなどに
は家族等の協力を得ながら外部と交流でき
るよう支援している。

その日の希望をかなえることは、できていま
せんが、胃ろうで痰がかかって体動も激しい
方を、年に一回は、自宅に連れて行きます。
パーマに行きたい人も連れて行きます。なく
なったおばさんを拝みに、職員２人着いて、
車椅子ごとは込んで家に連れて行ったこと
もあります。お盆、彼岸の墓参りも連れて行
きます。

２人の方が自分でお金を管理して、自分の
好きなものを買っています。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

テーブルの置き方、ソファーの置き方いろい
ろ工夫します。ホールで昼寝している姿を見
ると、皆さんのたくましさを感じます。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

特別意識的に職員がはたらきかけなくても、
玄関のテーブル、廊下の端の椅子、ホール
のソファー、その場所にいる顔ぶれが決まっ
てくるのが不思議です。

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

心地よく過ごせるように配慮はしています
が、使い慣れたものを置いたりは、していな
いように思います。家族が写真を貼ったり、
手作りの飾り物を貼ったりしてくれていまし
た。

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

　備え付きの家具調ベットやチェストのほ
か、テレビや家族写真など好みの物を持ち
込み、身体状態に応じて介護用ベットや家
具調ポータブルトイレなども準備し、日中で
も自由に過ごせる環境を整えている。

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、臭い、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

　各ユニットのホールが壁１枚で隔てた中央
部にあり、職員の声やテレビ、調理の音など
が自然と耳に入り、採光も良く利用者が集ま
りやすい雰囲気がある。
　また、玄関付近にソファーやテーブル、灰
皿を置き、ホール以外でも過ごせるよう配慮
している。

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている
※認知症対応型共同生活介護限定項目とする

　トイレをアコーディオンカーテンで仕
切っているが、換気が不十分な点やプ
ライバシーの観点から、利用者の目線
になって扉で仕切るなどの工夫を検討
してほしい。

テーブルの置き方、ソファーの置き方いろい
ろ工夫します。ホールで昼寝している姿を見
ると、皆さんのたくましさを感じます。

特別意識的に職員がはたらきかけなくても、
玄関のテーブル、廊下の端の椅子、ホール
のソファー、その場所にいる顔ぶれが決まっ
てくるのが不思議です。

心地よく過ごせるように配慮はしています
が、使い慣れたものを置いたりは、していな
いように思います。家族が写真を貼ったり、
手作りの飾り物を貼ったりしてくれていまし
た。
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グループホーム松峰園

自己評価
（上段：1ユニット　下段：2ユニット）

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

部屋がわからなくなる人には、名前をつけた
り、花をつけたり目印をつけます。ペーパー
タオルや歯磨き用具が車椅子で、とどかな
いときは、低いところに工夫しておいていま
す。

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

部屋がわからなくなる人には、名前をつけた
り、花をつけたり目印をつけます。ペーパー
タオルや歯磨き用具が車椅子で、とどかな
いときは、低いところに工夫しておいていま
す。
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